≪2009秋・症例１≫

【患者】80歳女性
【主訴】慢性下痢
【現病歴】55歳ごろより軟便傾向。ここ5年は特にひどく朝食後に5～8回程度の排便がある。最初の1～2回は普通便から軟便であるが、その後は水様下痢となる。昼食後も1～2回排便あり。夕食後は問題なし。腹痛なし。便臭はない。食欲はあるが、多くは食べられない。朝食をとると下痢となるため、外出する際には朝食をとらない。腹部の冷え感はなし。のどの渇きあり。飲食物に寒熱の傾向ははっきりしないが、あまり熱いものは欲しくない。体はやや冷え症。手足のほてり感はなし。腰は痛くない。
イライラや抑うつはなし。一度、精査したが原因不明。五苓散・柴苓散・真武湯・六君子湯を使用されてきたが効果はなかった。
【現症】やせ　側頭筋:痩せている　顔色：淡白
舌診　舌体：やや薄い　やや赤　縦方向の軽度裂紋あり　舌苔：白膩あり
腹診　心下痞あり　臍上悸あり　臍左傍やや圧痛あり
脈診　右関：滑　重按無力　左脈全体に細い
手掌：中心部がやや熱感あり　爪周囲角化傾向
※追加情報

・下痢の誘引はストレスではない
・通常の食生活で特に特殊な生活習慣や健康法を行ってはいない。
・下痢が始まる数年前に胆石と診断され、胆嚢の摘出を受けた。他は、少し血圧が高い意外、特記既往はない。
